
よ
う
ぼ
く

訪
問

………………………………………………………………………………………………………

す き っ と し た 気 分 で 暮 ら す た め に

ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

や
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
を
中
心
と

す
る
欧
米
圏
の
教
友
ら
１０
人

が
、
８
月
１
日
か
ら
４
日
に
か

け
て
宮
城
県
内
を
訪
問
。
天
理

大
学
の
「
東
日
本
大
震
災
復
興

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加

し
た
学
生
・
教
職
員
３２
人
と
共

に
、
被
災
地
で
清
掃
活
動
を
行

っ
た
ほ
か
、
現
地
の
小
学
生
ら

と
交
流
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
天
理
大
と
そ

の
�
分
校
�
で
あ
る
「
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
天
理
文
化
協
会
」（
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
運
営
）
と

の
合
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
、
一
昨
年
か
ら
続
い
て
い
る

も
の
。
昨
年
か
ら
は
�
パ
リ
分

校
�
の「
天
理
日
仏
文
化
協
会
」

も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
加
わ
っ
て

お
り
、
今
回
は
フ
ラ
ン
ス
人
教

友
ら
２
人
が
参
加
し
た
。

今
回
は
、
七
ヶ
浜
町
の
「
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
で

仮
設
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
子

供
た
ち
と
交
流
会
を
実
施
（
写

真
）
。
約
５０
人
が
集
ま
る
な
か

半
屋
内
型
の
運
動
施
設
で
ミ
ニ

運
動
会
な
ど
を
行
っ
た
。
ま
た

同
町
の
海
岸
で
、
清
掃
活
動
に

汗
を
流
し
た
。

同
行
し
た
澤
井
義
則
・
同
大

副
学
長
は
「
交
流
会
に
足
を
運

ん
で
く
だ
さ
る
現
地
の
方
々
の

人
数
も
年
々
増
え
て
お
り
、
継

続
的
な
支
援
の
重
要
性
を
、
あ

ら
た
め
て
感
じ
て
い
る
。
今
後

も
合
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ

て
、
息
長
く
支
援
を
続
け
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。

◇

な
お
、
８
月
２９
日
か
ら
９
月

１
日
に
か
け
て
も
、
福
島
県
内

で
支
援
活
動
を
実
施
し
た
。

天
理
大

岡
大
教
会
（
吉
田
孝
敏
会
長

・
奈
良
県
明
日
香
村
）
は
８
月

２７
、
２８
の
両
日
、
福
島
県
南
相

馬
市
内
の
応
急
仮
設
住
宅
２
カ

所
で
炊
き
出
し
を
行
っ
た
。のり
ひ
さ

同
大
教
会
で
は
、
齊
藤
容
久

い

な
わ
し
ろ

・
猪
苗
代
分
教
会
長
の
協
力
を

得
て
、
一
昨
年
か
ら
同
市
内
で

計
１５
回
に
わ
た
る
復
興
支
援
活

動
を
続
け
て
い
る
。

１６
回
目
と
な
る
今
回
は
、
初

日
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
実
施
し

た
。
２
日
目
に
は
「
納
涼
ふ
れ

あ
い
広
場
」
と
銘
打
っ
て
、
ラ

ー
メ
ン
や
焼
そ
ば
、
イ
カ
焼
き

な
ど
５００
食
の
炊
き
出
し
を
行
っ

た
。
さ
ら
に
、
調
理
の
合
間
に

は
、
ス
テ
ー
ジ
で
ゲ
ー
ム
大
会

や
教
友
に
よ
る
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
な

ど
を
実
施
し
た
（
写
真
）
。

ま
た
、
同
日
午
前
に
は
、
少

年
会
主
催
の
「
教
会
長
子
弟
練

成
会
」
の
一
環
と
し
て
、
中
学

生
１３
人
が
市
社
会
福
祉
協
議
会

主
催
の
サ
ロ
ン
活
動
に
参
加
。

ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て
住
民
と

の
交
流
を
深
め
た
。

吉
田
会
長
（
６３
歳
）
は
「
被

災
地
で
は
生
活
再
建
の
め
ど
が

立
た
ず
、
不
安
を
抱
え
な
が
ら

日
々
を
過
ご
す
住
民
が
少
な
く

な
い
。
そ
う
し
た
方
々
に
、
少

し
で
も
元
気
に
な
っ
て
も
ら
え

た
ら
と
の
思
い
で
活
動
を
続
け

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
支
援
を

通
し
て
、
被
災
地
の
人
々
の
心

に
寄
り
添
っ
て
い
き
た
い
」
と

話
し
た
。

◇

な
お
、
２
日
間
で
計
６５
人
の

教
友
が
参
加
し
た
。

〔
東
京
・
佐
藤
社
友
〕
北
多
摩

西
部
支
部（
宮
島
幹
男
支
部
長
）

は
先
ご
ろ
、
福
島
県
白
河
市
の

郭
内
応
急
仮
設
住
宅
で
「
ハ
ー

ト
ク
リ
ー
ン
ミ
ニ
夏
祭
in
白
河

郭
内
」
を
実
施
し
た（
写
真
）。

こ
の
「
夏
祭
」
は
、
３
年
前

か
ら
続
い
て
い
る
も
の
。

今
年
の
会
場
と
な
っ
た
同
仮

設
住
宅
第
２
集
会
場
前
に
は
、

地
元
名
物
の「
浪
江
焼
き
そ
ば
」

や
、
「
た
こ
焼
き
」「
か
き
氷
」

な
ど
の
模
擬
店
が
軒
を
連
ね

た
。ま

た
、
「
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
」

と「
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
」

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
子
供
か
ら

大
人
ま
で
幅
広
い
年
代
層
が
楽

し
ん
だ
。
一
方
、
集
会
場
内
で

は
「
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」
も
行
わ

れ
た
。

◇

な
お
、
八
南
支
部
、
福
島
教

区
郡
山
支
部
の
教
友
や
、
仮
設

住
宅
の
住
民
も
準
備
や
運
営
に

協
力
し
た
。

岡
大

東
日
本
大
震
災

米
・
仏
か
ら
も
参
加

復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

少
年
会
員
が
住
民
と
交
流

復
興
願
い
息
長
い
支
援

四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
海
洋
国

家
・
日
本
。
そ
の
安
全
に
、
日
夜

船
上
か
ら
目
を
光
ら
せ
て
い
る
の

が
�
海
の
警
察
�
で
あ
る
海
上
保

安
庁
だ
。
領
海
の
警
備
を
は
じ
め

海
難
事
故
の
救
助
や
密
輸
・
密
漁

の
取
り
締
ま
り
な
ど
、
活
動
の
幅

は
広
い
。
な
か
で
も
海
上
保
安
官

の
職
域
の
一
つ
で
あ
る「
潜
水
士
」

は
、
漫
画
や
映
画
の
題
材
に
取
り

う
み
ざ
る

上
げ
ら
れ
、
�
海
猿
�
と
も
呼
ば

れ
る
な
ど
注
目
を
集
め
て
い
る
。

古
田
さ
ん
は
、
潜
水
士
を
目
指

す
若
手
海
上
保
安
官
の
一
人
。
日

本
の
海
を
守
る
古
田
さ
ん
に
�
海

の
男
�
の
思
い
を
聞
い
た
。

◇

こ
の
仕
事
を
志
し
た
き
っ
か

け
は
？

高
校
１
年
生
の
と
き
、
練
習
帆

船
「
海
王
丸
」
が
台
風
の
た
め
に

富
山
港
で
座
礁
し
、
大
き
な
ニ
ュ

ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き

船
員
の
救
助
に
当
た
っ
た
の
が
、

海
上
保
安
庁
の
エ
リ
ー
ト
部
隊

「
特
殊
救
難
隊
」
で
、
テ
レ
ビ
に

映
っ
た
そ
の
姿
が
、
と
に
か
く
カ

ッ
コ
よ
か
っ
た
ん
で
す
。

も
と
も
と
海
が
好
き
で
、
人
を

助
け
る
仕
事
が
し
た
い
と
思
っ
て

い
た
の
で
、
高
校
卒
業
時
、
海
上

保
安
庁
の
試
験
を
受
け
ま
し
た
。

普
段
は
ど
の
よ
う
な
任
務
に

当
た
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

私
が
乗
船
し
て
い
る
「
と
さ
」

は
、
配
属
先
の
第
５
管
区
で
２
番

目
に
大
き
な
巡
視
船
で
す
。
甲
板

は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
発
着
も
で

き
、
船
長
以
下
多
く
の
乗
組
員
が

さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
分
担
し
て
い

ま
す
。

私
は
情
報
の
収
集
や
分
析
、
航

行
計
画
の
立
案
な
ど
に
当
た
る
運

用
司
令
士
補
を
務
め
て
い
ま
す
。

大
き
な
船
で
す
か
ら
、
役
職
を
兼

務
し
て
い
る
者
も
多
く
、
私
は
エ

ン
ジ
ン
部
を
担
当
す
る
機
関
士
補

も
兼
ね
て
い
ま
す
。

よ
く
勘
違
い
さ
れ
る
の
で
す

が
、
実
は
潜
水
士
も
潜
水
だ
け
が

仕
事
で
は
な
く
、
普
段
は
ほ
か
の

乗
組
員
同
様
、
船
内
で
さ
ま
ざ
ま

な
任
務
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

海
難
事
故
な
ど
、
出
動
を
要
す

る
事
態
が
発
生
し
た
と
き
、
潜
水

ス
ー
ツ
を
着
て
現
場
へ
急
行
す
る

の
で
す
。

古
田
さ
ん
も
潜
水
士
を
目
指

し
て
勉
強
中
だ
そ
う
で
す
ね
。

は
い
。
潜
水
士
に
な
る
に
は
、

現
場
で
数
年
間
勤
務
し
た
後
、
２

カ
月
間
の「
潜
水
研
修
」を
受
け
、

国
家
試
験
に
合
格
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
適
正
資
格
と
並
外
れ
た

体
力
が
必
要
で
、
約
１
万
人
の
海

上
保
安
官
の
う
ち
、
潜
水
士
は
約

２
�
し
か
い
ま
せ
ん
。

◇

入
庁
後
、
主
に
近
畿
・
四
国
沿

岸
を
担
当
す
る
第
５
管
区
海
上
保

安
本
部
に
配
属
さ
れ
た
古
田
さ
ん

は
、各
地
の
小
型
巡
視
船
に
乗
船
。

経
験
を
積
む
な
か
、
２
年
前
、
選

抜
さ
れ
て
潜
水
研
修
に
臨
ん
だ
。

◇

試
験
の
結
果
は
ど
う
で
し
た

か
？テ

ス
ト
の
前
半
、
プ
ー
ル
で
の

訓
練
の
際
、
フ
ィ
ン
（
足
ひ
れ
）

を
付
け
て
長
時
間
泳
ぎ
続
け
た
こ

と
で
、
左
足
が
炎
症
を
起
こ
し
、

し
ば
ら
く
研
修
を
見
学
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

テ
ス
ト
後
半
に
は
、
実
際
に
海

に
出
て
の
訓
練
が
続
き
ま
す
。
私

は
何
と
か
復
帰
し
た
も
の
の
、
必

要
な
履
修
科
目
を
満
た
す
こ
と
が

で
き
ず
、
結
局
、
不
合
格
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

悔
し
く
も
あ
り
ま
し
た
が
、
潜

水
士
の
過
酷
さ
を
身
を
も
っ
て
知

る
こ
と
が
で
き
、
「
自
分
も
い
つ

か
…
…
」
と
い
う
気
持
ち
が
か
え

っ
て
強
く
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。

�
は
た
ら
く
�
よ
う
ぼ
く
と

し
て
思
う
こ
と
は
？

天
理
高
校
で
所
属
し
て
い
た
求

道
部
幼
少
年
指
導
班
で
は
、
「
素

直
」「
た
ん
の
う
」「
人
に
使
わ
れ

や
す
い
人
間
」
の
三
つ
の
要
点
を

い
つ
も
暗
唱
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
潜
水
技
術
な
ど
の
勉
強

を
続
け
て
い
ま
す
が
、
先
輩
か
ら

潜
水
士
を
目
指
す
う
え
で
の
ポ
イ

ン
ト
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
サ

ポ
ー
ト
役
を
任
せ
て
も
ら
え
た
り

す
る
の
は
、
こ
の
三
つ
の
要
点
を

身
に
付
け
た
お
か
げ
だ
と
感
謝
し

て
い
ま
す
。

来
年
、
潜
水
研
修
に
再
挑
戦
し

ま
す
。
映
画
な
ど
の
世
界
と
は
違

っ
て
、
実
際
に
は
潜
水
士
が
生
存

者
を
救
出
す
る
機
会
は
非
常
に
限

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
は
、
自
分
の
手

で
誰
か
の
命
を
救
え
る
よ
う
に
な

り
た
い

。
そ
ん
な
思
い
で
、

日
本
の
海
を
守
る
�
よ
う
ぼ
く
海

猿
�
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

教
内
の

救
援
続
報

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
３
年
７
カ
月
が
過
ぎ

た
。
被
災
地
で
は
、
い
ま
も
復
興
に
向
け
た
支
援
活
動

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
一
日
も
早
い
復
興
を
願
い
、
息

長
い
支
援
を
続
け
る
教
友
た
ち
。
そ
の
取
り
組
み
の
一

部
を
紹
介
す
る
。

東
京
・
北
多
摩
西
部
支
部

仮
設
住
宅
で
恒
例
の「
夏
祭
」

人
命
を
救
う�
海
猿
�め
ざ
し

【ふるた・けいすけ】昭和６３年
大阪府生まれ。天理高校卒業
後、平成１９年に海上保安庁入庁。
海上保安学校での研修を経て、
第５管区海上保安本部に配属。
大型巡視船「とさ」で、運用司
令士補と機関士補を兼務してい
る。熊野地分教会ようぼく。２６
歳。 関

西
の
大
学
ト
ッ

プ
チ
ー
ム
８
校
が
し

の
ぎ
を
削
る
「
関
西

大
学
ラ
グ
ビ
ー
Ａ
リ

ー
グ
」
は
５
日
、
開

幕
し
た
。

昨
年
の
秋
季
リ
ー

グ
で
�
４
連
覇
�
に

挑
ん
だ
も
の
の
、
３

勝
４
敗
で
６
位
に
終
わ
っ
た
天

理
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
。

「
ス
ク
ラ
ム
や
ラ
イ
ン
ア
ウ
ト

な
ど
の
セ
ッ
ト
プ
レ
ー
が
安
定

せ
ず
、
そ
こ
か
ら
崩
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
多
か
っ
た
」
と
小
松

節
夫
監
督
（
５１
歳
）
は
昨
年
を

振
り
返
る
。

昨
年
１２
月
に
始
動
し
た
新
チ

ー
ム
は
、
リ
ー
グ
戦
の
反

省
を
生
か
し
、
走
り
込
み

や
ウ
エ
ー
ト
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
で
フ
ィ
ジ
カ
ル
を

鍛
え
る
と
と
も
に
、
セ
ッ

ト
プ
レ
ー
の
強
化
に
努
め

て
き
た
。

春
の
オ
ー
プ
ン
戦
で

は
、
昨
年
の
リ
ー
グ
戦
で

敗
北
し
た
同
志
社
大
学
を

相
手
に
３３‐

１２
と
勝
利
。
す
が
だ
い
ら

そ
の
後
、
夏
恒
例
の
菅
平

合
宿
で
は
、
東
海
大
学
や

中
央
大
学
な
ど
関
東
勢
の

強
豪
を
相
手
に
３
勝
１
敗
と
勝

ち
越
し
た
。

リ
ー
グ
戦
の
開
幕
直
前
、
小

松
監
督
は
「
他
大
学
と
の
練
習

試
合
の
結
果
か
ら
、
反
省
点
を

チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
調
整
し
て

き
た
。
ま
ず
は
開
幕
戦
を
、
勢

い
に
乗
る
た
め
に
も
勝
ち
に
行

き
た
い
」
と
語
っ
た
。

５
日
、
東
大
阪
市
の
近
鉄
花

園
ラ
グ
ビ
ー
場
で
同
志
社
大
と

の
開
幕
戦
に
臨
ん
だ（
写
真
）。

試
合
は
前
半
５
分
、
ゴ
ー
ル

前
の
ラ
イ
ン
ア
ウ
ト
か
ら
同
志

社
大
に
モ
ー
ル
で
押
し
込
ま

れ
、
先
制
ト
ラ
イ
を
許
す
。
出

鼻
を
く
じ
か
れ
た
天
理
大
は
、

そ
の
後
も
ペ
ー
ス
を
つ
か
め

ず
、
立
て
続
け
に
２
ト
ラ
イ
を

奪
わ
れ
た
。

前
半
ロ
ス
タ
イ
ム
、
こ
れ
ま

で
相
手
に
押
し
込
ま
れ
て
い
た

天
理
大
が
反
撃
。
ボ
ー
ル
を
つ

な
い
で
ゴ
ー
ル
間
際
ま
で
運
ぶ

と
、
ラ
ッ
ク
か
ら
抜
け
出
し
て

右
中
間
に
初
ト
ラ
イ
。
７‐

２０

で
前
半
を
終
え
た
。

後
半
５
分
、
再
び
１
ト
ラ
イ

を
取
ら
れ
て
突
き
離
さ
れ
た
天

理
大
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
反

撃
に
向
け
て
リ
ズ
ム
を
つ
か

み
、
１７
分
、
ゴ
ー
ル
前
の
ラ
ッ

ク
か
ら
パ
ス
を
つ
な
い
で
、
西

川
太
郎
選
手
（
２
年
）
が
左
中

間
に
ト
ラ
イ
。

さ
ら
に
、
２５
分
に
も
高
部
大

志
選
手
（
３
年
）
が
ト
ラ
イ
を

決
め
た
も
の
の
、
反
撃
は
こ
こ

ま
で
。
１９‐

３０
で
敗
れ
、
初
戦

を
勝
利
で
飾
れ
な
っ
た
。

小
松
監
督
は
「
固
さ
も
あ
っ

た
の
か
、
前
半
は
バ
ッ
ク
ス
陣

が
な
か
な
か
機
能
し
な
か
っ

た
。
後
半
は
持
ち
直
し
て
、
練

習
の
成
果
を
少
し
は
発
揮
で
き

た
と
思
う
。
今
日
の
敗
北
を
糧

に
、
残
り
６
試
合
を
一
つ
ひ
と

つ
大
切
に
戦
っ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
た
。

天理大ラグビー部

天
理
高
校
弦
楽
部
は
４
日
、

天
理
市
民
会
館
で
第
３１
回
「
定

期
演
奏
会
」
を
開
催
。
保
護
者

や
Ｏ
Ｂ
な
ど
多
く
の
人
々
が
詰

め
か
け
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
３
部
構
成
。

第
１
部
で
は
、
ホ
ル
ス
ト
作
曲

の
『
セ
ン
ト
・
ポ
ー
ル
組
曲
』

や

す

し

や
芥
川
也
寸
志
作
曲
の
『
弦
楽

の
た
め
の
三
楽
章
』
な
ど
４
曲

を
披
露
。
続
く
第
２
部
で
は
、

デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
長
編
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
映
画
『
ア
ナ
と
雪
の
女

王
』
の
劇
中
歌
な
ど
、
誰
も
が

一
度
は
耳
に
し
た
こ
と
の
あ
る

曲
を
演
奏
し
た
。

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
第
３
部

は
、
同
校
吹
奏
楽
部
と
の
共
演

に
よ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
ス
テ

ー
ジ
。
こ
の
日
を
も
っ
て
引
退

す
る
３
年
生
の
部
員
１２
人
は
、

支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
へ
の
感

謝
の
思
い
を
込
め
て
『
糸
』（
中

島
み
ゆ
き
作
詞
・
作
曲
）
を
奏

で
た
。

バ
イ
オ
リ
ン
、
チ
ェ
ロ
、
ビ

オ
ラ
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
…
…
。

演
奏
者
の
名
前
が
呼
ば
れ
、
ス

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
る
３
年

生
は
、
ひ
と
フ
レ
ー
ズ
ず
つ
ソ

ロ
で
演
奏
し
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
を

つ
な
い
で
い
っ
た
（
写
真
）
。

藤
本
千
穂
キ
ャ
プ
テ
ン
は
、

「
３
年
生
１２
人
、
３
年
間
、
誰

一
人
辞
め
る
こ
と
な
く
続
け
て

こ
ら
れ
た
の
は
、
皆
さ
ん
方
の

支
え
が
あ
っ
た
お
か
げ
。
後
輩

た
ち
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
明

る
く
、
楽
し
く
、
け
じ
め
の
あ

る
弦
楽
部
に
し
て
ほ
し
い
」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
っ
た
。

感
謝
の
思
い
弦
に
込
め

天
理
高
弦
楽
部
定
期
演
奏
会

リーグ戦開幕
初戦飾れず

柴
田
豊
一
さ
ん
（
９０
歳
・
東

大
・
京
橋
分
教
会
長
）
９
月
１９

日
出
直
さ
れ
た
。
大
教
会
理

事
、
同
祭
儀
部
長
、
杉
並
支
部

幹
事
を
務
め
た
。
東
京
教
区
。

齋
尾
卓
男
さ
ん
（
７７
歳
・
山

陰
大
・
理
界
分
教
会
長
）
９
月

２０
日
出
直
さ
れ
た
。
鳥
取
教

区
。奥

田
十
四
郎
さ
ん
（
９０
歳
・

芦
津
大
・
豊
野
分
教
会
前
会

長
）
９
月
２４
日
出
直
さ
れ
た
。

本
部
詰
員
、
大
教
会
役
員
を
務

め
た
。
大
阪
教
区
。

森
西
信
子
さ
ん
（
８６
歳
・
梅

谷
大
・
城
南
分
教
会
４
代
会
長

夫
人
）
９
月
２９
日
出
直
さ
れ

た
。
京
都
教
区
。

土
居
チ
カ
子
さ
ん
（
７８
歳
・

髙
岡
大
・
浦
鶴
分
教
会
長
夫

人
）
９
月
２９
日
出
直
さ
れ
た
。

愛
媛
教
区
。

久
保
正
邦
さ
ん
（
７６
歳
・
東

本
大
・
本
論
分
教
会
長
）
９
月

３０
日
出
直
さ
れ
た
。
本
部
詰

員
、
大
教
会
役
員
、
大
教
会
庶

務
部
長
を
務
め
た
。
東
京
教

区
。清

水
さ
い
子
さ
ん
（
８９
歳
・

伊
那
大
・
上
田
市
分
教
会
前
会

長
夫
人
）
１０
月
１
日
出
直
さ

れ
た
。
婦
人
会
伊
那
支
部
長
、

上
田
松
尾
分
教
会
長
を
務
め

た
。
長
野
教
区
。

武
藤
德
一
さ
ん
（
７３
歳
・
甲

賀
大
・
岐
阜
美
富
分
教
会
前
会

長
）
１０
月
１
日
出
直
さ
れ
た
。

岐
阜
教
区
。

松
村
健
一
さ
ん
（
６６
歳
・
山

名
大
・
北
埼
分
教
会
長
）
１０
月

２
日
出
直
さ
れ
た
。
埼
玉
教

区
。曽

根
幸
太
郎
さ
ん
（
８５
歳
・

新
潟
大
・
新
花
分
教
会
前
会

長
）
１０
月
４
日
出
直
さ
れ
た
。

新
潟
教
区
。

訃
報

主催 天理教道友社新時代の光・青色LED発明2014・10・7

ノーベル物理学賞受賞�
「写心展」中村修二氏

『おやさと写心帖 ＭＹファースト天理』（道友社刊）の著者で、フォトジャーナリストの
小平尚典氏による「写心展」。本書収載写真を中心に、約５０点を厳選して展示いたします。

カリフォルニア大学・サンタバーバラ校教授

１１月１日（土）～３日（月・文化の日）２０１４年 午前１０時～午後６時

会場ギャラリーおやさと（天理本通り）定価＝本体４７６円＋税

特集「魅せる」で
研究開発のエピソードが紹介されています。

小平尚典「おやさと写心教室」毎日毎日、実験しては失敗の繰り返しです。同時に

頭の中が研ぎ澄まされて集中してきました。結果的に

はドン底状態になっていましたが、私はどこかで楽観

的でした。トコトンまで失敗して底に落ちれば、あと

は必ずどこかに突破口、ブレークスルーの明かりが見

えてくると思っていたからです。サラリーマン研究者

時代に得た感覚でした。孤独になって集中する。それ

が私なりの成功の方程式だったのです。（本文から）

１１月２日（日）午後１時 対象……………１５人（応募多数の場合は抽選）
持参するもの…自ら撮影した写真１点
参加費…………無料（ただし、事前の申し込みが必要）
申込締切………１０月２５日（必着）

住所、氏名、年齢、性別、電話番号を明記のうえ、下記のあて先へ
〒632-8686 天理郵便局私書箱３０号 道友社「おやさと写心教室」係

おやさと書店ＢＯＯＫＳ道友２階 問い合わせ
（集合は「ギャラリーおやさと」）

�0743-63-1511
内線5857
�0743-62-0290
メール
jihou@tenrikyo.or.jp

小平氏から写真撮影のテクニックなどについてアドバ
イスを頂きます。また、参加者が持参した写真の講評
なども行います。なお、参加者は「私が好きな『おや
さと写心帖』の１枚」を選んできてください。

撮影・小平尚典
※デジタル写真はjpeg形式でUSBメモリースティックに入れて持参。
プリント写真でも構いません。なお、被写体は自由とします。Webストアお近くの書店か道友社へ

直接お申し込みください。
�０７４３（６３）４７１３
�０３（３９１７）６５０１［東京支社］注文受付

Vol.

http : //doyusha.net

海上保安官 古田佳祐さん
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